
様式９（添付１－４） 

 

令和 7年度 帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業 
（Ⅱ 外国人の子供の就学促進事業） 

事業内容報告書の概要 
都道府県・市区町村・協議会名【 東近江市 】                                          

令和７年度に実施した取組の内容及び成果と課題 

１．事業の実施体制 

〇東近江市「プレスクール」の実施 

 実施回数・・・プレスクール説明会１回、プレスクール14回 

 開催時間・・・午後２時から午後3時半 

 会   場・・・東近江市文化交流センター（３月14日のみ八日市北小学校） 

 指 導 者・・・６名 

 指導内容・・・小学生になるための基礎的なことを知る 

 説 明 会・・・プレスクールの内容、実施にあたってのお願いなどをお伝えする。 

〇ボランティアの募集 

 プレスクールのボランティアを増やすため、やさしい日本語講座の開催を行う。 

 実施回数・・・１回 

 実 施 日・・・８月27日（水） 

 実施時間・・・午前10時から午後12時 

 会   場・・・東近江市文化交流センター 

 参加者数・・・11名 

  

２．具体の取組内容  ※取り組んだ実施事項①～⑥について、それぞれ記入すること 

〇東近江市プレスクールの実施 

12月６日（土） オリエンテーション、プレスクール     

12月13日（土） 1～10の数字をおぼえよう 

12月20日（土） 数字と色をおぼえよう 

 １月10日（土） たこあげを楽しもう 

 1月17日（土） 文字を探してみよう 

 1月24日（土） カルタをやってみよう 

 1月31日（土） 手遊びを楽しもう 

 ２月７日（土）  友達と協力してゲームに挑戦しよう 

 ２月14日（土） バレンタインチョコをつくってみよう 

 ２月21日（土） いろいろなプリントをしてみよう 

 ２月28日（土） 友達と一緒にゲームを楽しもう 

 ３月７日（土）  プリントをやってみよう 

 ３月14日（土） 小学校へ行ってみよう 

 ３月21日（土） 椅子取りゲーム、ハンカチ落としなどを楽しもう 

〇ボランティアの募集 

 プレスクールのボランティアを増やすため、やさしい日本語講座の開催を行う。 

 実施回数・・・１回 

 実施日・・・８月27日（水） 

 実施時間・・・午前10時から午後12時 

 会   場・・・東近江市文化交流センター 

 参加者数・・・11名 

 講   師・・・土肥亜矢（愛荘町国際交流協会・日本語教師） 

 



３．成果と課題    ※取り組んだ実施事項①～⑥について、それぞれ記入すること 

・子ども達の参加者が少なかったので、対象の子どもたちに届くような広報や伝え方を考えていきたい。 

・１名、現在小学校に在籍している子ども（プレスクールに通う兄弟）もいたり、初めて日本語に触れる子どももいたりと個人

差があったことで、プレスクール自体の内容を子ども達の様子に合わせて、変更をした。そのことで、子ども達自身も参加

しやすそうな姿が見られたので、今後も、子ども達の様子に合わせた内容の提供が必要だと感じる。 

・プレスクールを行うにあたり、ボランティアの確保は重要である。ボランティアだけでなく、プレスクールを運営する側の

人も今後増やしていくことが必要である。 

 

 

 
３～６歳 ７～１２歳 13～15歳 

16～18歳以上 

（過年齢） 

本事業で対応した子供の数 ８人 １人 人 人 

４．その他（今後の取組等） 

・参加の子ども達を増やすこと、ボランティアの数を増やすこと、運営に関わる人を増やすことが重要だと考える。ボラン

ティアや運営に関わることで、外国籍の子ども達と関わる人を増やすことで、多文化共生の意識の向上にもつながると思

う。そのことも大事にしていきたい。 

 

※ 枠は適宜広げること。（複数ページになっても差し支えない。） 成果物等があれば別途提出すること。 

※ 事業内容報告書の概要は、文部科学省ホームページで公開する。 

 

 


